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 論文内・容要旨
 入眼々圧測定に関する臨床的研究
 第1報:人眼眼圧に関する基礎的調査
 正常眼圧分布の研究は眼圧の基礎的問題として重要であるが,本邦ではSpedfication拓5
 の規格に合格したSchiδtz眼圧計及びFriedenwald1955年表を用いて眼圧分布の型を
 検討した報告は極めて少ない。そこで著者は第1報において検定済Schibtz眼圧計を用いて成
 人多数眼(2,606眼)を対象として眼圧を測定し眼圧分布の型の研究を行った。Schiδtz眼
 圧計5.59重鍾及び109重錘の目盛の読み及びそれらによる換算眼圧値,更に修正眼圧値の分布
 の型の検討を行なった。あわせて入眼眼圧に関する2,3の問題を検討した。
 その結果まずSchiδtz眼圧計5.59重錘及び109重錘による目盛の読みの分布を検討した
 所,正規分布であることを証明した。8chiδtz眼圧計5.59重錘の目盛の読みが正規分布をな
 すことからその散布度の計算に基き.正常眼圧は3.5目盛から9.5目盛の間であることを推定した。
 したがって3.5目盛より高い眼圧は一応病的と考えられるので,それに該当する目については緑内
 障の精密検査を行うべきであるとした。
 Schiδtz眼圧計5.59及び109重錘の換算眼圧値の分布は正規分布にや～近い分布を示す
 がX2-testで正規分布ではないことが証明されたo
 Schiδtz眼圧計による2っの換算眼圧値の型が異なることから3Friedenwald1955
 年表には,更に検討すべき余地があることを示唆した。従って,修正眼圧値の使用は慎重に行なわ
 なければならないと考えられる。
 緑内障が左右眼のいずれに多発するかの基礎的調査として,眼圧左右差の検定を行なったが,眼
 圧の左右差は認められなかった。また,血圧と眼圧の関係については,最高血圧が高くなると眼圧
 も高くなる傾向が認められた。
 第2報:各種眼圧計の比較検討
 従来から多用されているSchi6tz眼圧計,Comberg眼圧計,DraegerのHandapPla・
 na・ti。nt・mometerを用いて多数眼の眼圧を測定し,その測定結果を互いに比較検討した。
 その結果は三種の眼圧計の計測値はほぼ一致したが,特にSchiδtzとComberg眼圧計はそ
 の構造が殆んど同様であり,その計測値の相関度も高いoDraegerのHandapPlanation
 tom・neterはSchiδtz眼圧計とは異なる原理によって作られているが,測定殖を比較するとづ
 高眼圧側ではSchiδtzの方が高く,低眼圧側ではSchiδtzの方が低くなる傾向がみられた。
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 しかし,このことを充分に考慮して用いれば,実用上は充分に使用可能であると結論された。
 第3報:1眼加圧の他眼眼圧及びトノグラフィー値に及ぼす影響
 1眼にトノグラフイーを行なうと他眼に眼圧の変化が起るので,他眼のトノグラフイーは1眼終
 了後直ちに行なうことは正しくないとされている。このような現象を同感性眼圧反応というが,こ
 れを解明するために研究を行なった。従来11眼加圧除去後の他眼の房水の動態についての報告は
 あるカ㍉1眼加圧中の他眼の房水の動態をしらべた研究は少ないので,著者はこの事を検討するた
 めに次の実験を行なった。即ち,も1,4分間トノグラフィー(この時の房水流出率,房水産生量をそれそれ基礎1
 的房水流出率,基礎的産生量と呼ぶことにする。)(2)1眼加圧直后から他眼に4分間トノグラフィ
 ー,(3〕'1眼加圧3分后から加圧をつづけたままで・他眼に4分間トノグラフイーを行ない,いず
 れの実験でも,加圧前后に眼圧を測定した。その結果,1眼加圧によって他眼眼圧は有意に下降す
 ることが確認された0
 1眼加圧直后の他眼のトノグラフイーより得られた房水流出率は,基礎的房水流出率より増加し
 ていたが,有意差はなかった。
 1眼加圧3分后からの他眼の房水流出率は～基礎的房水流出率より有意に増加していた。
 1眼加圧によって他眼の房水産生量は変動しなかったb
 以上のことから、所謂同感性眼圧下降は,房水流出率の増加によっておきるのであるが.房水流
 出率の増加がはじまるまでには,暫くの潜伏時間があると結論した。
 一227一
 審査結果の要旨
 著者は,第1報において,検定済Schibtz眼圧計を用いて,成人多数眼(2606眼)を対象と
 して眼圧を測定し眼圧分布の型の研究を行なった。即ち眼圧計の5.59重錘及び10.09重錘の目
 盛の読み及びそれらによる換算眼庄値,更に修正眼圧値の分布の型の検討を行ない,あわせて入眼眼
 圧に関する2,3の問題を検討した。
 まず,Schi6tz眼圧計による目盛の読みの分布を検討した所,正規分布であることを証明し,こ
 のことから.その散布度の計算に基き,正常眼圧は3.5目盛から9.5目盛の間であることを推定した。
 したがって,3.5目盛より高い眼圧は一応病的と考えられるので,それに該当する眼については緑内
 障精密検査を行なうべきであるとした。
 また眼圧計に附属する換算晟田直による上記計測値の分布は,正規分布に近い分布を示すが,エ2-
 testで正しくは一致しないことが証明された。このことからFriedenwald1955年表には,
 更に検討すべき余地があることを示唆した。
 緑内障が左右眼のいずれに多発するかの基礎的調査として,眼圧左右差の検定を行なったが,統計
 学的には差は認められなかった。
 また,血圧との関係については,最高血圧が高くなると眼圧も高くなる傾向が認められた。
 第2報では各種眼圧計の比較検討を行なったが,Sc境btz眼圧計,Comberg眼圧計,Draeger
 のHandapplanationt・nometerを用いて,多数眼の眼圧を測定し,その測定結果を互いに検討
 した。その結果,3種の眼圧計の測定値はほy一致したが,特に前2者は計測値の相関度も高く,
 DraegerのH鍛dapplanationtonometerの測定値は高眼圧側ではSchibtz眼圧計の方が高く,
 低眼圧側では低くなる傾向がみられた。
 第3報では一眼加圧の他眼眼圧及びトノグラフィー値に及ぼす影響を研究した。即ち,同感性眼圧
 反応を解明するためである04分間トノグラフイー(この時の房水流出率,房水産生量をそれぞれ,
 基礎房水流出率,基礎房水産生量と呼ぶことにする)を行ない,加圧直後から及び3分後から他眼に
 4分間トノグラフイーを行ないその加圧前後に眼圧を測定した。
 その結果,一眼加圧によって他眼眼圧は有意に下降することが確認された〇
 一眼加圧直後の他眼のトノグラフイーより得られた房水流出率は,基礎房水流出率より増加してい
 たが,有意差はなかった。
 一眼加圧3分後からの他眼の房水流出率は,基礎房水流出率より有意に増加していた。しかし,他
 眼の房水産生量は変動しなかった。
 以上のことから,所謂同感性眼圧下降は房水流出率の増加によっておきるのであるが,房水流出率
 の増加がはじまるまでには,暫くの潜伏時間があると結論した。
 以上の成績は学位に値するものと認められる。
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